
研究科，専攻，研究科等連係課程実施基本組織の教育研究上の目的 
人間社会科学研究科 研究科は，2 つのミッションを有する。人間と社会のための諸科学を追

究すること，教育による持続可能で平和な世界の構築を目指すこと，の 2
つである。これらに副って，人間や社会に関する深い見識と専門分野以

外への強い関心を持ち，自然科学や生命科学を含む他分野の専門家と協

働して将来の人類社会を創造する人材を育成する。 
 人文社会科学専攻 (博士課程前期) 

グローバルな視野と他領域への関心を持ち，持続可能で平和な世界の

構築を目指して，現在社会における価値の再検討や新しい価値の創造を

もたらす人材を育成する。 
(博士課程後期) 

グローバルな視野と他領域への関心を持ち，持続可能で平和な世界の

構築を先導するリーダーとして，現在社会における価値の再検討や新し

い価値の創造をもたらす人材を育成する。 
 教育科学専攻 (博士課程前期) 

グローバルな視野と人類が抱える様々な課題への深い洞察を持ち，教

育による将来の人類社会の創造を目指す人材を育成する。 
(博士課程後期) 

グローバルな視野と人類が抱える様々な課題への深い洞察を持ち，社

会のリーダーとして教育による将来の人類社会の創造を先導する人材を

育成する。 
 教職開発専攻 (専門職学位課程) 

新しい学校づくりの有力な一員となり得る新人教員，新しい学校づく

りの中心となるミドル・リーダー，これからの学校づくりをけん引し指

導的な役割を果たし得るスクールリーダー等の高度専門職業人を養成す

る。 
 実務法学専攻 (専門職学位課程) 

 一つ一つの紛争の解決及び事前予防が家庭，社会，ひいては世界の平

和・平穏を導くとの自覚を持った，主体性のある学びによって，①「学

修の転移・活用(transfer of learning)」のプロセスを経た，高度な専門的

法律知識を紛争解決の場面に応用し，状況に応じて適切かつ柔軟に運用

できる思考力と判断力 ，②法の定めや先例がない利害対立状況でも，自

ら原理原則を選択し妥当な利害調整策を探求し構築できる，創造性に富

んだ法的思考力，③充実した法的サービスと法的支援の求めに応える「国

民の社会生活上の医師」としての，人間や社会に対する深い洞察力と理

解力，並びに④高度専門職業人(プロフェッション)としての職責を深く自

覚し，日々の活動を真摯に自省しながら，知性を錬磨し日々研鑽を継続

する力を兼ね備え法曹界を牽引する高度専門職業人を養成する。 
 広島大学・グラーツ大学

国際連携サステイナビリ

ティ学専攻 

(修士課程) 
SDGs 達成に向けた地域と世界の喫緊の課題，とりわけ，貧困の削減

に対して，開発学における国際協力論を基盤にし，社会科学的アプロー

チで研究や実務を遂行できる能力を有するとともに，大学・研究機関，

政府・国際機関，民間企業，NGO 等において，他者と協働できる高いコ

ミュニケーション能力を有し，国際的な労働市場で高い就職力

(Employability)を発揮できる人材を養成する。 
先進理工系科学研究科  
 先進理工系科学専攻 (博士課程前期) 

専門分野における知識や能力を深めるだけではなく，国際性や学際性，

社会実践能力を養う教育を行う。これにより，幅広く深い教養とともに，

理学，工学又は情報科学及びこれらに関連する研究領域において，高度

な専門性を核としながら，多分野との融合的理解力を身に付け，社会の

課題解決に取り組むことのできる人材を養成する。 



(博士課程後期) 
専門分野における卓越した知識や能力，さらに，国際性や学際性， 社

会実践能力を養う教育を行う。これにより，幅広く深い教養とともに，

理学，工学又は情報科学及びこれらに関連する研究領域において，高度

な専門性を核としながら，多分野との融合的理解力を身に付け，次世代

のリーダーとして世界水準の学術研究の推進やイノベーションの創出を

担う人材を養成する。 
 
 

 

広島大学・ライプツィヒ

大学国際連携サステイナ

ビリティ学専攻 

(修士課程) 
SDGs 達成に向けた地域と世界の喫緊の課題，とりわけ，途上国の急

激な都市化に伴う環境問題を中心とした開発課題に対して，環境学にお

ける持続可能な開発論を基盤にし，理工学的アプローチで研究や実務を

遂行できる能力を有するとともに，大学・研究機関，政府・国際機関，

民間企業，NGO 等において，他者と協働できる高いコミュニケーショ

ン能力を有し，国際的な労働市場で高い就職力(Employability)を発揮で

きる人材を養成する。 
統合生命科学研究科 研究科は，発展・変革し続ける生物学・生命科学系の研究領域に迅速

に適応し，他の研究分野とも柔軟に融合・連携しながら，イノベーショ

ンを創出し，基礎から応用まで，幅広い分野に対する理解と高い専門性

を身につけ，グローバル社会における様々な諸課題を解決できる研究者，

高度専門職業人及び教育者を養成するとともに，生物学・生命科学に関

連する研究領域において，他の研究分野とも柔軟に融合・連携しながら

持続可能な発展を導く科学を創出し，グローバル社会における様々な諸

課題を解決するため，次の各号の能力を習得させることを目的とする。 
 (1) 基礎生物学，数理科学，分子科学，生物機能学，環境科学，生物

資源科学，生物生産科学，食品科学，生物工学，医科学及びこれら

の関連分野や融合分野における研究能力と専門技術 
 (2) 前号の研究領域において，高い専門性とともに，基礎から応用ま

での異分野に対する理解力を有し，それらを融合・連携させる応用

力，実践力及び課題発見能力 
 (3) 科学的論理性と研究倫理の理解力，異分野への情報発信能力及び

国際的・学際的なコミュニケーション能力 
医系科学研究科 研究科は，医学・歯学・薬学・保健学の 4 分野における基盤的研究の

深化と分野間の連携・融合を図り，生命医科学の急速な進歩と医療技術

の高度化に迅速に対応する先端的な教育研究を推進することにより，高

度な論理力と課題発見能力を持ち，従来以上に高度なチーム医療を担う

ことができる行動力や倫理観を備えた高度専門医療人を育成するととも

に，旧来の学問分野の枠組みを超えて，複合領域や新しい領域で活躍で

き，持続可能な発展を導く科学に貢献できる人材を養成することを目的

とする。 
スマートソサイエティ実践科

学研究院 
研究院は，既存の学問分野(discipline)を Society 5.0 の概念に沿って系

統的で戦略的に融合させたスマートソサイエティ実践科学を創出し，教

育課程で学修した実践知と融合知を駆使して国際社会が直面する多様な

社会的課題を解決する実践リーダーと，スマートソサイエティ実践科学

を創出し，普及・牽引する革新的研究者を養成することを目的とする。 
 


